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作物におけるェチレンの生理,生態的研究井




落花,老化などが誘致される (Ben-Yehoshuaand Eaks 1970.Jordan etal.1972
McMichaelgJα/.1972,Ables1973.El-BeltagyandHal1974).
土壁の位煉,水分欠乏のほか,-L感の湛水地理などでも-チL,./の発生が促進され,/Ti二





























気孔開度は isobutylalcoholと ethyleneglycolの脱酸を用いる浸潤抜 (馬場 ･酒井
1975),_単位兼酬~tLt当り蒸散坑は-JIく′レト紙法 (,I.TS喝 1958,蟻場 ･柄井 1975)によ.'た.












によった (山出 ･太tHら 196L).--十キシ3/-とは既紬の方法 (鴨場･酒井 1976)に
よった.
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(往)1日i.61+1●特唯 し≠■帖他人). 21小千処風 3.エチレンカス性Jjl!.
4 エス レル処即
2)-I:.r･のW./rE141咋区に対する他区の%
･TJ1Elろ) 中干 rQ･上ひ-- If･レン/JAFEの彬P,'
.8月6Erの2卜･1,500ppm のェスL,ルを#=T軸散布する)の別を設けた･1区3ポ ット な
お中 F区では.排水後ニト蛾がL.乾燥 したら集か蕃抑しない程度に#.水を行なった.
その結果は巾十処理すなわち水分ス トレスによって処矧 叫 こ.fHl促 した気孔開度および樽
位奥山机当り/'.AJ汝徳は処理によ[)減少し,′上物検定法で 求めた菓からの エチレンの光!1=
も増大した (第 1図). きた革丈,各節閑長,ことに下部節間艮 (第 3,4節間長)が絶締
し,-i--メソ トの減少,下部節間山里坐折荷FTLl.の増大て 倒伏指数が 軒 桁こ滞 少した (第 1,
2衷).
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エテレソ処艶区, エスレルIlJ布区は 標嘩区と差がなかった (第 1岡). また よしL(根の発生





に標準区 (常時湛水)と生育各期の 7H問排水する区を設けた,排水期間中は難が萎凋 し
ない硬度に離水した.
10月2日]i'r･位生面fIL当 り燕放.乱 柴 (兼身)の水分合成,斐からのェチレソの発'1'.出,
英の旗色程度および 1茎当 り生存斐数を調_li-_した.
その結果は,第 3表のように本ti]期の初期～中期 (No.2,3.4)および後期 (No.5)の
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(汁) 10月21j朋か 快走用 トー.,卜(leiSの卜偏｣JiTFj也は10月1-2日 (15hl･)の測ム
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ELl卜集 (第1斐)および次集 し第2糞)について集身 中央部の軸面をス ソフ法でとf),気
孔細胞 (孔辺細胞,副泉州Ja各 2衝で 構成される1組の 鮒胞)の大きさと 襟度を雌徴鈍で調
奔した.その結果は第5蓑の ように ,苗代馴 こ水分ス トレスも･うけた畑 苗稲では.うけな
昭6人 ノ)く荷稲と仙-LIh.'iの倒伏枇TJl))の,Y-川･
:l, 3 軌 にl】 TjL., 4 節 ILi1
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第7-kp 水I'lj稲と矧lYl-fliの節開先の,T=-_1■Li
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､Pや 人きくて,珊 瑚 手数が小 !:I.､ことか.,F.～!)ド,]りこ.
4･栄養欠乏か葉からのエチ レンの発生に及はす影響 ならびに その下葉の枯れ上 りとの
関係 (1976)
兼からェチレ'/の馴 ミおよび′HF発散などに馴 'Sを一枚はす要lJqとして東熊欠乏が考えら
れたので,水仰翫隻した水稲について,/t背の申)gJL･1線 (7)]3017),チ ッソ, ･)･/酸,
カリ等を欠乏させて何てた什 村なつ くり.収性馴 こ近い 10月 10日に兼からのェテ レソV)













? ? ? ?
0 10 2,0
1 茎 EA'l生 (+ 典 故
30 20O 210 220




その結果は第 4岡のように盛からJ)エ +レ./の碓ノLl.確度と1茎当 り工1こす[:菓数とのI糾 二は
flの相関が.=L'J.められたが,エチL,ソ発三L=と廉の水/jlTu,3:との間には関係が,惣められなかっ
た. ㌻なわも 水分ス トレスに 差のない この均fTには, -チ L,ソの発Jkは 辛の帖 上t) (老
化)とはL甥係が掛 ､が,葉の水分lT屯とは閥操が.ie.められなかった.
5.エチ レン処理か水稲の根の酸化力に及はす影響 (1976)
前述のように 1975イトの'R験で,小 卜処理 馴 二九･叶る ェチ レン処兜で 黒板a)発生が減少
す ることが認められた (第 1同).Lたが-,て-1二壌I的fT･および水川拭増 した水師について.
･1チレソガス処理や茎薬および根に対するェスレノ川JE布が帆のアル77ナフチールア ミソ
酸化力 (α-NA恨化JI))におよけ十㍍57甲を Lらべた,
そcl紘柴は,第 5LtAのJ:うに十填,+I-′トI:U,?,-の水Ar-i(晶稚 ヤてピコ)におけ るエチ レン
ガス (50ppm)の 24時間地坪で,出の α-N_,＼醗 化IJ)が州加 し, 黒板の%が 減少す るこ
と,その際板の/く-オキシタ-七清作が.I.･,凍ることか.ilLJ.められた
また水川托増 した水稲 (.J]r.郁念相即 で もェ手 レ./ガス (50ppm)の 24時HE.H処現およ
びェスレルの炎而散布 (500ppm)および鰍 二村す る散布 (250ppm)で.根の α NA惟
化力が高まることが判った.
57Si;･(T978) 79
11のa-N^ 糾 ゾ),(- 可 キ ン 仙 川 のcr-N∧他化力





6.水稲の生育時期別のエス レル処理 が生育,収丑 お よび収丑構成要素に 及 は す 影
響 (1976.77)
6月末に苗を5千分の 17-ルポ ットに3本止に移植し育てた水師について7月下旬-
9月上旬の′土育各掛 こ凡そ 10日の間隔でエスレルを薬而散布 した. 散布エスレル濃度は
1976年は 1,000ppm,1977年に 2,000ppm である,1区3jれ
その結果は,第 R表のように,相良,細長は7月 20日Llから幼柚伸長欄の8月 22t=糊
的8表 水稲の生育各J掛こ剛ナるニスL,ル処】軸 性 骨および収はに及はす野竹 (1976)
年次 rlさ.帝号
1 他 :(1%熱
蒜 蒜蒜 缶祉Fl'1, 仲良 舶 lJ.LOl･TL 他数 附 敬 鵬
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までのエスレル処坪で加齢した.分けつ数および他数は分けつ期処理でやや増加した.
収硫 (1鉢紺籾fl')は,エスレル濃度の大きい 1977年が濃度の小さい 1976年より地坪
による減収が大きかったが,処理時期としてほ,幼融分化期 (第 8蓑 〟)No.3)から出穂
開花期の間ことに殊柁分化期～減数')劉朗 (第8蓑 1976,No,4,5,1977,No.3.4)処坪
による減少が大きかった.
すなわち穎花分化期の捌 父は 1砲傾花数の減少と籾 500和束の減少で (1796,No.4,節
7表 No.3),減数分萎Li矧の減収は豊熟歩合と粗500粒重の減少で減収した (1976No.5,
1977の No.4). なお 出穂開花期 の減収は 昔熱歩合の減少に よった (1976No.6,1977
No.5).
祈9尭 エスレ/L,処月)!が水稲の節簡I圭に 'P,lox, エスレ′し散布か水稲の倒Ul'
及ぼす彫鞘 (1977) に及ぼす膨珊
蒜累 節 聞 艮 (｡m)
晶鞘丁 .丁 ｡ 一救 2 日
27.1 14.5 10 6 5 2L y t I y r
416 15.8
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雄 藩 ･一端 ･1 'lJ.I
(cm) (g) (g)
A B AxT3 C AxB/Cx100
1 - 726 679 493 983 50.2
9 35 633 625 396 995 397
4 13 605 6.70 405 10 15 399
I56 5 6 1 8 670 633 424 1040 408
(捕) l譲二布引 土窮8女1977と同し
与チ叫B40 36 20 10 -2 -12D 40 33 25
-33-26 -18
1^-28 Yl班 719 qI9 比l Ⅸ10C Y220- 耶8- YG5～
p427 Y14 YaH2
エ ､` レ '1枚 郎l ･lr｢ l<
















また本田生育の各期に排水処理Ll.:頃合,-Tl1-わも水分ス トレスIiJうけた切 斜こもW T!.
時期よりかなりの日数の経過した 10月初めに おいても,刑 :7.車両眉当り剰牧牡や 薬の水
分含茄の減少.これと平行して0)基かr､O-)--トレノの充/Liの増大が認められた.
馬場 (1955)は, 山L代〕抑こ畑状態で育っ[=畑TJlでは酢水状態で育った水部にくらへて,
本El期の末期までF冊 数 軒桁当I)蒸散地が減少をきたし∴榊鯛 己でtlBほれる陸幡U)体内移
行が阻害されることを認めたが,本研究でも.チッソ施用Jitの多少にかかわらず,苗代期








20時間の長い水分ス トレスを うけると兼の水分含杭も,エチレンの発生もAhに もどらな












y^erbeandGomez-Cnmpo(1977)リ, -./ケイ革科 tJ)一一柿 である BlJL')Phyl/um
i"bijlorum のL)JT用 して乾妹させ硬化LT=Shoo[は脱水か′レなく,桝冷塊の増Jul, 三桁['lj
ILlV容IL･の減少を/トすか Sh00tが峻化也Filを うけた 叫掛 二分化してなかった仮糞 (plyL-
lodes)の始原体 もノt艮してから同じようTi:頼政4L,/示したことを 指摘 したが,このことと
水餅究で水分ス トレスを うけfJ_Jf一汗ヒ)抑二木/ご分化していない止勤的ミ･.I,Z性的形態を示 した こ
とと符節を同 じくしているよr)に,riJ.われる.





しかし苗代期や本冊jt月に水分ス トレスを うけた腸 fTには,嚢からのユチレ･/秦/17.は幾の







1二,排水処理など本El掛 こうけた水分ス トレスで同様の簡安が認め られたはか りてな く,




によって誘導されたェサ L,ソの発生の増加が Lば らくつづき草丈,群長,節間長の短縮,
J＼いてはIt-メソ ト 柿間挫折荷 重の増大を誘放 して,倒伏机抗ノ)を増大 させ ることにな
るとも考えられる.
Ayerbeand Gomez-Campo(1977)は前にふれた Bryoluhylum tubtPorum の研究
で,5ppm のエス レル池畔で硬化の症故と似た症徴か みられることか らエチレンが 硬化
の仲立ち-/LpY･する役をはたしているのてはないかともJ5-えられると述べている.本研究ても




よわいが (和B_iら),高漁度のエス レ/L,姓轡で もほぼ同時畑は1補熱 こよわいが.干告の発
現にエチレンがいかように関係している/Jl否か も今後の検討lLl雌であ)'jう.
･)L水状態に適応 した水脈 よ,植物休FJIE.=油気机織がよく発逐する (山崎 1943)ととも
に板に二価鉄や α-NAを恨化するノブをそなえている (山tB･太I11961,馬場 1958).
この水稲の根の憶化)Jは,呼吸代謝の過樫It･′巨成される過酸化水素の存在の下で彬新パ










中干 (排水)処理により根の α一NA酸化力が柑大すること (宮坂 1970),中干ことに














(1) 中干 (排水)による水分ス トレスにより気孔開鮭およびirF位葉両税当りJ勘牧砲の
減少ならびに斐からのエチレンの発j-の増加が認められた.
(2) 本田期の生育各期に7日間の排水処即 (水分ス トレス処理)を行なったが,処理











(4) 本El期の生育有刺の エスレル/LL理 (1,000ppm および 2,000ppm)と収IJrfT_(精
84 tiq<苧 W I)i:
籾垂)および収並構IJに要求 との開拓をしらべ,幼船分化糊から出穂開花期の処矧 こより1
穂頑花数,豊熟歩(T,500杓茄が接少して減収することが認められた.
(5) 苗代糊および本u期の水分ス トレス処理およびエチレンまたはエス レル処理によ
って同 じように草il,梓長,下部節問良 モー}ソ トの減少および下部節間の挫折荷範の
増大によって倒伏指数か減少することが認められた.この-gT実と水分ス トレスに よるェf･
レンの発生との閑適が推測された.
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